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平成29年モットー

「踏み出そう 新たな一歩」「踏み出そう 新たな一歩」 社　長

　山本　一郎

　新年あけましておめでとうございます。
　平成29年の年頭にあたり私の所信を申し上げ、皆さんとともに新たな気持ちで新年の決意をし
たいと思います。

　昨年、当社は創業60年を迎えることとなりましたが、これは従業員の皆様や諸先輩方のたゆま
ぬ努力も然る事ながら、顧客造船所様を初めとするお客様、取引先各社様、そしてご家族や地域
社会からのご指導・ご支援とご協力の賜物でありますこと、肝に銘じまして、今後の事業運営に
臨むことと致します。

　さて、造船業界におきましては、世界的な景気低迷から海運業界の荷動きが減少し、これに伴っ
て船腹過剰の状態になり、新造船の商談がほとんど出てこないという厳しい状況になりました。
顧客造船所様は、数年の手持ち工事を持っておられますので、すぐに仕事がなくなるという状況
ではありませんが、過去にない厳しい状況にあることは間違いないと思われます。

　このような造船業界の変化に加え、少子高齢化による労働人口減少を補うための外国人労働者
の受入拡大や一億総活躍社会を目指すための長時間労働対策など社会の変化に伴って、労働に関
する意識や価値観も大きく変わり始めました。

　当社を取り巻く事業環境は想定を超えるスピードで変貌を遂げており、私たちが今後も事業を
継続するためには、時代の変化に対応し、顧客ニーズを的確に捉えて企業価値を高め、地域社会
で存在する意義を持ち続けねばなりません。

　創業60年の一つの節目を超えた今、改めて当社の社是である「モノ作りに徹する」「未知に挑戦
する」「地域に貢献する」に立ち返り、これからの激動の時代を乗り越えていく体制を構築せねば
ならぬ時期を迎えたと感じています。
　このような状況を踏まえ、本年のモットーを『踏み出そう　新たな一歩』とし、皆さんと共に
以下の課題に取組むことと致します。

１．固締まり体質の構築：
１）３R（リデュース［削減］、リユース［再使用］、リサイクル［再利用］）活動を軸に経費削

減に取組みます。
２）間接業務の棚卸を行い、不要業務の廃止と並行して定常業務の手順書化を進め、間接業務
の効率化を図ります。

２．競争力強化：
１）先行検討/事前検討を深め、ムダ排除を徹底し、工数低減を加速します。
２）これまでのPDCA管理にＦ（フォロー）を加え、目標管理の強化に取組みます。
３）老朽設備の更新、能率向上設備の計画的な導入を進め、生産力の維持/強化を図ります。

３．事業基盤強化
１）人材確保のための採用活動を継続し、同時に社内教育/社外研修やジョブローテーションの
計画的実施など人材育成に取組みます。

２）伝承すべき技術/技能のスキルマップ化、マニュアル/教育資料の整備を進め、技術/技能の
確実な伝承に繋げます。

３）安全と健康は事業基盤そのものであり、ゼロ災職場の確立に向け、安全で快適な職場作り
を推進します。

　具体的な取組みは各部、各工場で実施計画に展開してもらいますが、当社の長期ビジョンであ
る「地域と共生し、地域の活性化に貢献する100年企業を目指す」を実現すべく、これからも邁進
してゆきたいと存じますので、皆様には益々のご指導とご鞭撻、ご理解とご協力をお願い申し上
げます。

　本年も安全と健康に十分な注意を払って頂き、ご家族の皆様ともども実り多い年となりますこ
とを祈念致しまして、私の年頭の挨拶とさせて頂きます。
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　昨年完成した工場新設備の一部を紹介します。

クレーン桟橋延長（本社工場）
　一昨年から工事を継続していたクレーン桟橋の延長が４月に完成しました。ジブクレーンの軌道が50ｍ
延長されたことにより、３台のジブクレーンを使って大重量の製品の積み出しが可能となりました。
（本誌の表紙写真は、重量540トンの船体ブロックの積み出し風景です。）

クレーン桟橋完成までの記録

新設備紹介

杭打ち完了 コンクリートブロックの設置

開口部閉鎖 鉄筋敷設

コンクリート打ち完了 レール設置

修祓式（完成） 完成後の全景

屋外定盤用移動屋根（本社工場）
　連続建造製品の安定したタクト製作
を行うため、屋外作業場に移動屋根を
設置しました。これにより天候の影響
を最小限に抑え、計画的に工事を進め
ることができる様になりました。

新社屋（本社）
　本社事務所が老朽化し手狭となった
ので、創業60年を機に３階建ての事務
所を新設しました。

イワキテック第二寮
　昨年５月に旧伯方高校岩城分校の建物を改修し、定員44名のイワキテック第二寮が完成しました。
外国人実習生が入居し、毎朝自転車で出勤しています。
　上島町の遊休資産活用プロジェクトに応募し、県や町の承認を得て、当社が建物と土地を買収し、
リフォームしたものです。

寮の全景

移動屋根

内部の様子

完成した本社社屋工事中の様子
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　老朽化した機械設備の更新を計画的に行っています。

　工場照明をLED化し、作業環境改善と省エネを進めています。

NCプラズマ切断機（因島）

フレームプレーナー（因島）

LED照明

Tロンジ自動溶接機（因島）

ユニグラフ切断機（因島）

LED化した工場内

各種親睦行事各種親睦行事
　昨年は、各工場でいろいろな親睦行事が行われました。
　４月には向島工場で、JFE商事造船加工殿主催の「JZKフェ
スタ」の第一回が開催され、当社関係者が参加しました。８
月には例年の因島水軍祭の小早レースに参加しました。予選
レースでは見事１位となり準決勝に進みましたが、残念なが
ら入賞には至りませんでした。10月には因島鉄工業団地の有
志が主催して第一回「造船鉄工祭」が開催されました。工場
見学やマルシェなどで、1400人余りの方が来場されました。
当社もレーザー切断やぎょう鉄のデモンストレーションを行
いました。11月のファミリーフェスタでは、従来の従業員の
ご家族だけでなく、OBの方々をご招待して、当社の新社屋や
新設備を披露することができました。

小早レース造船鉄工祭

岩城洋楽部の演奏

会長とご参加の皆さん

ご参加の皆さん

60週年記念ファミリーフェスタ

▲JZKフェスタ▼

社長による挨拶
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　昨年もさまざまな製品を出荷しました。その中からいくつか紹介します。
　メガコンテナ船用の隔壁ブロックやハッチカバー、自動車運搬船用のランプウェイ一体総組（約250
トン）の連続製作をしました。向島工場のファンネル（煙突）も、10基を数え、累積製作実績は62基と
なりました。
　因島重井の「因島マリーナ」用の浮桟橋も当社が設計製作しました。

H28年　主な出荷製品

メガコンテナ船用　隔壁ブロック

メガコンテナ船用　ハッチカバー

ファンネル（煙突） ファンネル（煙突）

自動車運搬船用ランプウェイ一体総組

船首ブロック

因島マリーナの浮桟橋

自動車運搬船用ランプウェイ一体総組

足場ユニット
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改善提案
■本社

今年もたくさんの改善提案がなされました。
各工場のベスト３を紹介します。

ヒンジの芯出し作業の改善
　エンドフラップのヒンジ取付作業では大きな専用治
具を定盤にセットし、レベルを見て芯位置の寸法出し
をしてピアノ線受け用のフラットバーを取り付けてい
た。その為マーキンやピアノ線の調整に時間が掛かっ
ていた。
　エンドフラップ自体にセットできる治具を製作した。
無駄なマーキン作業が無くなり作業時間の削減になっ
た。

ワイヤー取付治具の考案
　TB出荷作業で高さ２m弱のセルガイドの上でワイ
ヤーをセットしていた。これが８ヶ所あり、高所での
作業となってワイヤーを取り付けることが困難であっ
た。ワイヤー取付用の治具を作成し、セルガイド上に
セットし、治具の上のフラットな面で安全に効率良く
作業が出来るようになった。

外定盤の雨対策
　外定盤で作業する時、雨が降って
しまうとブロック内に水が溜まり、
雨水を抜いて作業しないといけな
かった。パイプと防火シート使用し
て蓋を作製し、雨水が入ってくる穴
を塞いだ。対策前に比べ取付、溶接
共に作業時間の削減になった。

■因島工場

■向島工場

レーザー切断機の一筆書き切断
　ロンジウェブの部材間隔（10mm）をとり、２部材を別々に切断していた。
　２枚のロンジウェブの１辺を合わせて２枚同時に切断を行うことにより、１隻あたり約17時間の時
間削減になった。

反転搬出用ピース取付位置の改善
　ファンネル板に反転搬出用ピースの取付がある。
取付位置が外板部なので、ばらした時に傷や歪の
修復に時間が掛かっていた。反転搬出用ピースの
取付位置をファンネル板の内面の補強材にするこ
とにより、修復の時間が無くなり、作業時間の削
減になった。

先行検討資料の改善
　先行検討資料の際、見慣れない図面の時に、
完成品のイメージがつきにくかった。現図後
のCADデータを利用して、模型を作った。

カーテンプレート受け台収納治具の考案
　カーテンプレート受け台が作業終了後、足
元にあり邪魔になっていた。カーテンプレー
ト受け台収納治具を作成し、収納するように
した。

スミオート走行用治具の改善
　ハッチカバーの外周自動溶接をす
るのに、盤木や廃材を利用して高さ
調整をし、その上にベニヤ板を敷い
てスミオートで溶接していたが、ス
ミオートの重さでベニヤ板が撓んだ
り、熱で燃えることがあった為、使
用しなくなったアルミの足場板を再
利用して治具を考案した。結果、撓
んだり、燃えたりすることが無くな
り、溶接品質も向上した。

足場ユニットの改善
　高所作業する時、足場ユニットの両端
の落下防止柵を設置位置まで手で持ち上
げていて、時間がかかっていた。
　落下防止柵を足場ユニットへあらかじ
め収納できるようにして、ユニット毎設
置位置までクレーンで持ち上げる方式と
し、時間短縮となった。

制作時横方向

移動反転ピース

改善後
S

FA

P

抱かせピース

移動反転用

※外板にピースをつけないので歪及び起こし後のピースバラしの
　工数が減った。約４時間減

起こし後
ピースをバラし
塗装・出荷




